
（ 単 位 ： 円 ）

4 人 世 帯

6 5 歳 ・ 年 金
収 入 の み

6 0 歳 未 満
給 与 所 得 者

6 0 歳 未 満
給 与 所 得 者

6 0 歳 未 満
給 与 所 得 者

6 0 歳 未 満
給 与 所 得 者

年 収 2 ,5 0 0 ,0 0 0 2 ,5 0 0 ,0 0 0 2 ,5 0 0 ,0 0 0 4 ,0 0 0 ,0 0 0 2 ,5 0 0 ,0 0 0

2 0 1 2 年 度 値 上 げ 案
（ 経 過 措 置 な し ） 1 6 2 ,9 4 7 1 8 5 ,9 2 4 2 2 6 ,1 2 4 3 1 8 ,8 8 3 2 3 4 ,1 6 4

2 0 1 2 年 度 値 上 げ 案
（ 経 過 措 置 あ り ）

1 5 1 , 9 8 9 1 5 7 , 3 5 0 1 9 6 , 2 7 4 3 1 1 , 7 5 5 1 5 5 , 0 2 1

2 0 1 1 年 度 国 保 料
（ 経 過 措 置 あ り ） 1 4 9 ,0 0 9 1 5 4 ,8 9 4 1 7 4 ,4 6 9 2 9 3 ,3 8 1 1 5 2 ,7 5 9

2 0 1 0 年 度 国 保 料 8 5 ,9 8 0 1 0 7 ,0 9 5 1 2 3 ,8 2 0 2 2 2 ,7 0 0 1 3 1 ,8 0 0

2 0 1 1 年 度 か ら の 増 加 額
（ 経 過 措 置 な し ）

1 3 ,9 3 8 3 1 ,0 3 0 5 1 ,6 5 5 2 5 ,5 0 2 8 1 ,4 0 5

（ 経 過 措 置 あ り ） 2 ,9 8 0 2 ,4 5 6 2 1 ,8 0 5 1 8 ,3 7 4 2 ,2 6 2

2 0 1 0 年 度 か ら の 増 加 額
（ 経 過 措 置 な し ）

7 6 ,9 6 7 7 8 ,8 2 9 1 0 2 ,3 0 4 9 6 ,1 8 3 1 0 2 ,3 6 4

（ 経 過 措 置 後 ） 6 6 ,0 0 9 5 0 ,2 5 5 7 2 ,4 5 4 8 9 ,0 5 5 2 3 ,2 2 1

区 分

2 人 世 帯 3 人 世 帯

2 3 区 2 0 1 2 度 の 保 険 料 額 と 1 0 年 度 1 1年 度 と の 比 較

※ ２ ３ 区 長 会 資 料 を 基 に 作 成 。 介 護 保 険 料 は 含 ま ず 。

※ 2 0 1 0 年 度 は 住 民 税 方 式 の 基 と な る 住 民 税 額 の 算 出 の た め の 控 除 に は 社 会 保 険 料 控 除 6 0 万 円 、 生
命 保 険 料 控 除 5 万 円 で 試 算 。
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23区1人当たり国保料の推移
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23

区
区
長
会

（
会
長
・
西
川

太
一
郎
荒
川
区

長
）
は
、
１
月

16

日
区
長
会
を

開
き
、
２
０
１

２
年
度
（
今
年

４
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
）
の

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
案

を
ま
と
め
ま
し
た
。
１
月
23
日

の
北
区
か
ら
始
ま
り
２
月
23
日

の
渋
谷
区
ま
で
各
区
の
運
営
協

議
会
で
区
長
会
案
が
諮
問
さ
れ
、

３
月
区
議
会
で
各
区
の
条
例
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
値
上
げ
案
は
、
均
等

割
が
現
行
の
３
万
９
９
０
０
円

か
ら
４
万
２
０
０
円
に
、

所
得
割
は
８
・
09
％
か
ら

８
・
51
％
に
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。
値
上
げ
幅
は

４
１
９
５
円
（
経
過
措
置

後
は
７
９
８
円
）
と
試
算

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
値
上
げ
案
は
、
均
等
割

も
上
げ
る
た
め
、
均
等
割

の
法
定
減
額
が
さ
れ
て
い

る
世
帯
も
値
上
げ
に
な
る

も
の
で
す
。

年
金
収
入
年
２
５
０
万
円
２

人
世
帯
で
見
る
と
経
過
措
置
が

あ
っ
て
も
住
民
税
方
式
だ
っ
た

10
年
度
と
比
較
す
る
と
６
万
円

を
超
え
る
値
上
げ
で
す
。
多
人

数
で
は
さ
ら
に
負
担
増
が
加
速

し
ま
す
。

23
区
は
、
10
年
連
続
で
値
上

げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
年
度
と

12
年
度
は
経
過
措
置
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
経
過
措
置
が
切

ら
れ
れ
ば
大
変
な
負
担
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
点
で
も

経
過
措
置
の
継
続
と
国
の
補
助

金
・
都
の
支
援
の
強
化
を
求
め

る
運
動
を
す
す
め
て
い
く
事
が

重
要
で
す
。

一
方
、
三
多
摩
26
市
中
、
15

市
が
国
保
料
（
税
）
の
改
定
を

検
討
及
び
決
定
し
て
い
ま
す
。

立
川
市
で
は
運
協
の
傍
聴
に

40
人
が
駆
け
付
け
、
「
も
う
限

界
！
こ
れ
以
上
の
値
上
げ
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
会
場
を

埋
め
尽
く
す
中
、
赤
字
解

消
を
理
由
に
国
保
料
の
値

上
げ
の
答
申
が
強
行
さ
れ

ま
し
た
。
１
人
平
均
７
７

８
５
円
（
９
・
86
％
）
の

値
上
げ
で
、
均
等
割
の
値

上
げ
に
よ
り
全
加
入
者
が

値
上
げ
に
な
る
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

国
分
寺
市
は
、
今
年
４
月
か

ら
国
保
税
を
１
人
平
均
で
１
万

５
千
円
も
引
き
上
げ
る
こ
と
を

12
月
議
会
で
可
決
。
値
上
げ
の

理
由
は
、
平
成
22
年
度
が
赤
字

決
算
に
な
っ
た
こ
と
の
一
点
で

す
。
11
月
の
国
保
運
営
協
議
会

で
も
、
「
値
上
げ
案
は
市
民
が

納
得
し
づ
ら
い
金
額
に
な
っ
て

い
る
」
「
値
上
げ
が
受
診
抑
制

に
つ
な
が
る
の
で
は
」
「
も
う

少
し
小
刻
み
に
し
た
ほ
う
が
被

保
険
者
の
負
担
感
が
大
き
く
な

ら
な
い
の
で
は
」
「
市
民
憲
章

で
は
健
康
増
進
を
う
た
っ
て
い

る
。
国
保
料
の
ほ
か
に
市
民
税

を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
一
般

会
計
か
ら
の
拠
出
金
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
値
上
げ
に
反

対
・
抑
制
の
意
見
も
だ
さ
れ
ま

し
た
。

国
分
寺
市
は
市
民
の
生
活
は

年
々
苦
し
く
な
っ
て
お
り
、
昨

年
の
国
保
税
の
収
納
率
は
66
・

５
％
ま
で
低
下
し
、
滞
納
世
帯

が
約
４
千
世
帯
、
そ
の
半
分
の

約
２
千
世
帯
に
短
期
保
険
証
が

発
行
さ
れ
、
約
１
千
世
帯
に
は

短
期
保
険
証
す
ら
交
付
さ
れ
ず
、

３
７
７
世
帯
の
給
料
や
預
貯
金

な
ど
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
い

ま
す
。



１

月

28

日

「
３
・
11
で
改

め
て
考
え
る
東

京
の
医
療
＝
パ
ー

ト
１

今
、
東

京
の
医
療
と
都

民
の
い
の
ち
は
」

が
新
宿
モ
ノ
リ

ス
で
開
催
さ
れ

97
人
が
参
加
。

集
会
で
は
、
東

京
の
医
療
の
深

刻
な
実
態
を
患

者
、
障
が
い
者
、

医
師
、
看
護
師

な
ど
の
立
場
か

ら
報
告
さ
れ
、

改
め
て
３
・
11

を
機
会
に
医
療
改
善
の
運
動

を
広
げ
る
こ
と
が
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
訴

え
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
の
保
健
衛
生
医
療
の

充
実
を
求
め
る
連
絡
会
は
、

清
瀬
小
児
病
院
・
八
王
子
小

児
病
院
・
梅
ヶ
丘
病
院
の
そ

の
後
と
各
地
域
の
守
る
会
の

取
り
組
み
の
報
告
と
『
第
２

次
都
立
病
院
改
革
実
行
プ
ロ

グ
ラ
ム
』
の
終
了
に
伴
い
次

期
（
13
年
3
月
か
ら
）
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
が
始
ま
っ

て
お
り
、
都
直
営
の
８
病
院

が
独
法
化
の
対
象
に
な
り
か

ね
な
い
状
況
で
あ
り
「
都
直

営
で
更
な
る
充
実
の
声
を
上

げ
よ
う
」
と
訴
え
、
ま
た
、

医
師
・
看
護
師
不
足
が
病
床

や
科
の
閉
鎖
を
生
み
、
更
な

る
医
療
崩
壊
に
な
っ
て
い
る

現
場
か
ら
の
報
告
、
低
い
診

療
報
酬
の
も
と
で
質
の
担
保

と
安
全
の
保
持
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
歯
科
医
療
の
現
場
の

実
態
の
報
告
、
東

京
社
保
協
・
寺
川

事
務
局
次
長
は
国

保
料
の
引
き
上
げ

で
受
診
抑
制
が
広

が
る
現
状
を
報
告

し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
「
運

動
の
力
が
障
が
い

者
医
療
を
前
進
さ

せ
」
「
東
京
都
の

ぜ
ん
息
医
療
費
助

成
制
度
で
重
症
患

者
が
減
っ
た
」
の

成
果
を
確
認
す
る
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
「
練
馬
区
の

日
大
光
が
丘
病
院
と
志

木
市
民
病
院
の
撤
退
で

地
域
全
体
の
60
％
の
小

児
病
床
が
な
く
な
る
」

と
い
う
衝
撃
的
な
特
別

報
告
も
あ
り
、
竹
崎
会

長
の
ま
と
め
で
「
現
状

を
変
革
す
る
都
民
運
動

を
す
す
め
る
こ
と
こ
そ

が
東
京
の
医
療
と
都
民

の
い
の
ち
を
守
る
道
で

あ
る
」
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
パ
ー
ト
２
・

３
と
さ
ら
に
会
を
重
ね

現
状
と
課
題
を
深
め
て

い
く
こ
と
も
申
し
合
わ

せ
ま
し
た
。
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野
田
内
閣
は
今
秋
ま
で
に
生

活
保
護
基
準
の
検
証
を
す
ま
せ

る
よ
う
に
生
活
保
護
基
準
部
会

に
求
め
ま
し
た
が
、
明
ら
か
に

保
護
基
準
引
き
下
げ
を
狙
っ
て

い
ま
す
。
今
日
の
保
護
基
準
は

朝
日
訴
訟
と
そ
の
後
の
国
民
の

努
力
の
成
果
で
あ
り
、
そ
の
基

準
を
「
目
安
」
に
す
る
こ
と
を

法
定
し
た
最
低
賃
金
は
、
デ
フ

レ
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
連
続
引

き
上
げ
を
実
現
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
保
護
基
準
引
き
下

げ
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
高
齢
者
の
保
護

基
準
は
04
年
に
２
割
引
き
下
げ

ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
基

準
を
も
の
さ
し
に
年
金
の
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
、
介
護
保
険

施
設
の
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
な
ど
が

法
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
高
齢
者
の

保
護
基
準
の
復
活
を
求
め
る

生
存
権
裁
判
が
福
岡
高
裁

（
古
賀
寛
裁
判
長
）
で
勝
訴

し
ま
し
た
が
、
国
側
の
上
告

を
受
け
た
最
高
裁
が
口
頭
弁
論

の
開
催
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
勝
訴
判
決
見
直
し
の
動
き
で

あ
っ
て
事
態
は
極
め
て
重
大
で

す
。
口
頭
弁
論
に
向
け
た
諸
行

動
と
百
万
署
名
の
提
起
に
対
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



国

立

社

保

協

は

国

立

市

に

、

介

護

保

険

料

の

抑

制

を

す

る

こ

と

な

ど

５

項

目

の

要

望

書

を

提
出
し
、
市
の
回
答
書
と
介

護
運
営
協
議
会
の
答
申
協
議

の
終
了
を
待
っ
て
、
１
月
18

日
、
国
立
市
と
話
し
合
い
を

持
ち
ま
し
た
。

国
立
市
の
第
５
期
介
護
計

画
の
焦
点
の
１
つ
は
、
国
立

市
の
２
つ
の
独
自
施
策
―
①

低
所
得
者
（
非
課
税
世
帯
）

の
利
用
料
一
割
負
担
を
市
の

助
成
で
６
％
に
軽
減
す
る
、

②
要
介
護
３
～
５
の
人
に
対

し
て
10
％
上
乗
せ
し
て
利
用

さ
せ
る
―
を
存
続
す
る
か
ど

う
か
で
し
た
。

市
の
介
護
運
協
は
、
市
民

の
声
を
無
視
し
て
市
の
独
自

施
策
は
廃
止
と
決
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま

た
、
国
立
の
保

険
料
引
き
上
げ

は
平
均
21
・
43

％
と
高
く
、
市

の
担
当
課
は
低

所
得
者
は
10
％

台
、
高
所
得
階

層
は
、
30
％
台

の
引
き
上
げ
率

と
い
う
、
低
所

得
者
救
済
の
案

も
示
し
ま
し
た
。

し
か
し
介
護
運

協
は
、
低
所
得

者
も
高
所
得
者

も
一
律
引
き
上
げ
と
い
う
案

を
答
申
す
る
と
決
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。

18
日
の
市
と
の
話
し
合
い

で
は
、
市
民
の
声
を
無
視
す

る
介
護
運
協
に
対
し
厳
し
い

批
判
の
声
が
あ
い
つ
ぎ
、

「
国
立
市
と
し
て
は
、
介
護

運
協
の
答
申
に
と
ら
わ
れ
ず

市
の
独
自
施
策
の
継
続
、
保

険
料
引
き
上
げ
の
低
所
得
者

へ
の
配
慮
な
ど
、
市
民
の
声

を
も
と
に
第
５
期
計
画
を
つ

く
る
よ
う
」
要
望
し
ま
し
た
。

市
の
担
当
は
「
市
長
に
み
な

さ
ん
の
意
向
を
伝
え
る
」
と

約
束
し
ま
し
た
。
（
国
立
社

保
協
事
務
局
長
・
山
本
春
男
）
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大
田
社
保
協
は

１
月
17
日
（
火
）

午
後
５
時
30

分

か
ら
６
時
30

分

ま
で

Ｊ

Ｒ

蒲

田

東

口

で

、

新

年

初

め

て

の

駅

頭

宣

伝

を

実

施

し

ま

し

た

。

社

保

協
加
盟
団
体
か
ら
７
人
が
参

加
し
、
中
央
社
保
協
が
作
成

し
た
「
一
体
改
悪
・
い
の
ち

と
暮
ら
し
が
削
ら
れ
る
」
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
３

人
が
弁
士
に
な
り
、
野
田
政

権
が
打
ち
出
し
た
「
一
体
改

革
」
が
消
費
税
の
引
き
上
げ

と
社
会
保
障
の
総
改
悪
で
あ

る
こ
と
を
細
か
く
説
明

し
、
国
民
的
な
反
撃
に

打
っ
て
出
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

今
回
の
宣
伝
で
は
、

駅
前
で
友
達
と
待
ち
合

わ
せ
を
し
て
い
た
３
人

の
若
者
が
チ
ラ
シ
を
受

取
り
な
が
ら
『
給
料
は

上
が
ら
な
い
上
に
、
消

費
税
増
税
が
実
施
さ
れ

た
ら
生
活
で
き
な
い
』

と
話
し
か
け
て
く
れ
た

こ
と
が
特
徴
で
し
た
。

１
月
31
日
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

第
１
回
定
例
都
議
会
が
開
か
れ
、
12
年
～

13
年
の
保
険
料
が
決
定
。
均
等
割
額
を
年

３
万
７
８
０
０
円
か

ら
４
万
１
０
０
円
に
、

所
得
割
率
を
７
・
18

％
か
ら
８
・
19
％
へ

の
値
上
げ
案
に
は
、

細
野
（
町
田
市
）
、

森
戸
（
小
金
井
市
）
、

井
上
（
八
王
子
市
）

の

３

人

の

議

員

が

「
介
護
保
険
と
後
期
医
療
の
保
険

料
値
上
げ
は
高
齢
者
の
生
存
権
を

奪
う
」
と
反
対
し
ま
し
た
が
可
決
。

こ
れ
に
よ
っ
て
一
人
当
た
り
の
保
険
料

は
、
8
万
４
５
２
７
円
か
ら
９
万
３
２
５

８
円
に
増
額
。
ま
た
、
森
戸
議
員
の
「
説

明
会
の
開
催
」
要
求
に
対
し
て
は
「
新
し

い
保
険
証
交
付
と
と
も
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
」
と
拒
否
。
短
期
証
の
発
行

や
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体

ま
か
せ
の
姿
勢
で
し
た
。
東
京
社
保
協
の

呼
び
か
け
で
参
加
し
た
15
人
の
傍
聴
者
は

怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
、
「
地
域
の
高
齢
者

の
深
刻
な
実
態
を
把
握
し
て
改
善
の
声
を

あ
げ
よ
う
」
と
確
認
し
ま
し
た
。

昨年秋から、取り組ん

できた都議会あて国保

請願署名は、13,956筆

を集約しました。ご協

力ありがとうございま

した。第１回定例都議

会に先立って下記の日

程で厚生委員会で審査

されます。各地域から

の傍聴をお願いします。

日時 ２月20日（月）

13：00～

会場・議会棟3階第7委員会室

※傍聴受付12：00～ 議会棟2階
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西
東
京
社
保
協
は
、
１

月
21
日
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
」
講
演
会

と
話
し
合
う
会
を
開
き
ま

し
た
。
雪
ま
じ
り
の
雨
が

降
る
寒
い
日
で
し
た
が
、

保
育
士
な
ど
17
人
、
市
民

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
半
、
元
阿
佐
谷
保
育

園
園
長
・
宮
武
恭
子
さ
ん

は
「
子
ど
も
・
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
は
公
的
保
育
制

度
を
解
体
す
る
」
の
講
演

で
「
子
ど
も
の
権
利
と
し

て
の
保
育
が
こ
わ
さ
れ
る
」

を
経
験
を
踏
ま
え
て
分
か

り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
３
つ
の
分
散
会
で
、

保
育
士
の
話
し
、
新
シ
ス

テ
ム
を
ど
う
見
る
か
な
ど

に
つ

い
て

気
軽

な
意

見
交

流
を

し
ま

し
た
。会

と
し
て
の
ま
と
め
は
、
①

新
シ
ス
テ
ム
を
知
ら
な
い

人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
講

演
交
流
会
な
ど
を
旺
盛
に

開
き
啓
蒙
し
て
い
く
、
②

保
育
士
と
市
民
が
一
緒
ょ

に
話
し
合
う
こ
と
は
有
意

義
で
あ
る
。
保
育
士
は
市

民
の
立
場
で
保
育
を
考
え

る
。
市
民
は
保
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
認
識
が
深
ま

る
、
③
認
可
保
育
園
で
も

認
証
保
育
園
で
も
保
育
士

は
努
力
し
て
い
る
。
し
か

し
、
企
業
参
入
を
許
す
新

シ
ス
テ
ム
で
は
保
育
が
保

障
さ
れ
な
い
。

前
半
の
出
席
者
全
員
が

後
半
の
分
散
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
ま
た
、
感
想
文

が
21
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
会
を
再
度
開

い
て
ほ
し
い
と
強
く
要
望

さ
れ
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
を

相
当
数
配
布
し
ま
し
た
が
、

若
い
母
親
の
参
加
が
な
く
、

今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し

た
。
（
西
東
京
社
保
協
事
務
局

長
・
岡
本
卓
郎
）

１
月
30
日
、

目
黒
社
保
協

総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ

つ
、
経
過
・

運
動
方
針
、

会
計
報
告
・

予
算
案
の
提

案
の
あ
と
東

京
社
保
協
・
前
沢
事
務
局
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
各
団
体
の

活
動
を
交
流
し
ま
し
た
。

「
社
保
協
が
接
着
剤
と
な
っ

て
何
で
も
相
談
会
や
署
名
運
動

を
展
開
し
た
の
は
大
き
な
力
に

な
っ
た
」
（
目
黒
区
労
協
）
、

「
『
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
に
反
対
す
る
署
名
』
１
人

１
０
０
筆
以
上
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
気
合
を
入
れ
て
署
名
に

が
ん
ば
る
」
（
緑
丘
保
育
園
）
、

「
住
宅
デ
ー
は
働
相
談
、
健
康

相
談
や
骨
密
度
・
血
圧
測
定
に

社
保
協
加
盟
の
団
体
の
協
力
で

成
功
。
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
が
い

よ
い
よ
大
詰
め
に
今
後
も
協
力

を
！
」
（
目
黒
土
建
）
、
「
財

政
難
を
理
由
に
目
黒
区
は
１
７

０
施
設
の
廃
止
・

見
直
し
を
行
う

計
画
。
し
か
し
、

運
動
の
あ
る
と

こ
ろ
で
は
計
画
を
変
更
さ
せ
て

い
る
。
開
か
れ
た
区
政
へ
が
ん

ば
り
た
い
」
（
区
職
労
）
、

「
補
助
金
の
全
面
カ
ッ
ト
に
対

し
て
９
団
体
で
要
請
行
動
し
、

10

％
削
減
に
留
め
さ
せ
た
」

（
目
黒
区
障
害
者
の
生
活
を
向

上
さ
せ
る
会
）
、
「
お
む
つ
代

の
自
己
負
担
導
入
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
減
額
な
ど
区
民
サ
ー
ビ

ス
７
５
０
項
目
を
削
減
。
医
師

会
と
の
懇
談
な
ど
戦
線
を
広
げ

て
い
こ
う
」
（
共
産
党
区
議
団
）

な
ど
、
加
盟
団
体
の
取
り
組
み

が
生
き
い
き
と
交
流
さ
れ
ま
し

た
。12

年
度
方
針
と
役
員
体
制
・

財
政
を
確
認
し
、
最
後
に
飯
尾

副
会
長
が
「
『
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
』
の
学
習
を
広
げ

よ
う
！
憲
法
25
条
の
あ
る
国
で

生
か
ら
死
ま
で
誰
が
守
る
の
か
！

医
師
会
や
町
会
の
役
員
さ
ん
を

巻
き
込
ん
で
、
元
気
よ
く
運
動

を
広
げ
よ
う
！
」
と
決
意
を
語
っ

て
終
わ
り
ま
し
た
。

２月 当面の日程

04日（土）13:00～「２．４東京教育集会2012」

09日（金）18:30～子どもの貧困なくす連絡会学習会

15日（水）15:00～介護保険改定厚生労働省のレクチャ

18日（土）13:00～東京生存権裁判支援する会 総会

20日（月）13:00～東京都議会厚生委員会傍聴行動

於：議会棟３階第７委員会室 ※受付12:00～

21日（火）12:00～消費税増税反対各界連宣伝行動

於：大塚駅

22日（水）10:00～第１回定例都議会 都知事要請

12:15～開会日行動

23日（木）18:30～20:00 生存権裁判最高裁勝利決

起集会 於：全労連ホール

24日（金）08:00～最高裁前宣伝

29日（水）10:00～東京社保協独自国会行動

於：衆院第２議員会館 １階多目的会議室

※第２回常任幹事会 ２月２３日（木）13:30～

東京労働会館５階東京地評会議室


